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Firestone Audio 
Cute Encore（キュート アンコール）ヘッドフォンアンプ 
【BSFS032】

【Cute Encore（キュートアンコール）ヘッドフォンアンプ】 
キュートアンコールは、今人気沸騰中の『iPOD』などのポータブル・プレーヤー用に作られた、ヘッ

ドフォン・アンプです。 
このキュートシリーズには、3 種類のヘッドフォンアンプがラインナップされていますが、この『キュート

アンコール』は、片チャンネル 24 石のトランジスタ構成のディスクリートアンプとすることで、よりハイ

グレードな音質を目指しました。音質重視の方にお勧めのアンプとなっています。 
【Cute Encore（キュートアンコール）ヘッドフォンアンプの基本仕様】 
■24 石/ch AB 級 DC アンプ（カレント フィードバック回路） 
■超低インピーダンス出力（Zo<0.05Ω） 
■超ワイドレンジ・高 S/N 比：6Hz~300Khz（-1dB at 100Ω負荷時）、-105dB(A) 
■Max 出力：6Vrms（8Ω~600Ωまで対応） 
■ゲイン切替スイッチ付（Low/High） 
■ボリューム（直列/シャント）切替式（Dip SW）内蔵 
■適用ヘッドフォンインピーダンス：8Ω~600Ω 
■24V（0.5A）「PSE 対応済」 AC アダプター付属 
【その他の特徴】 
■5mm 厚アルミ・フロントパネル 
■入力端子：RCA 端子 1 系統 
■出力端子：ヘッドフォン用ミニ・ジャック 1 系統 
■サイズ：8cm（W）x11cm（D）x5cm（H） 
■重量：0.4kg 
■カラー：グレー（G）、ブルー（B）、レッド（R）、バイオレット（V） 
-------------------------------------------------------------------------------- 
【付属品】 
AC アダプター「24V（0.5A）」（PSE 対応済） 
小型アーレンキー 
マニュアル 
保証書 
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【取扱説明】 
 
 
1. 機器の接続 

【ヒント】接続する機器の電源が「OFF」になっていることを確認しましょう。 
 ご使用になるヘッドフォンのミニプラグ端子をキュート アンコールのヘッドフォン出力側端子に接続

します。 
 ポータブル・プレーヤーなどの出力端子（ミニジャック）と、キュート アンコールの RCA 入力端子を、

別途用意した「ピン-ミニケーブル」などで接続します。 
 
2.  キュート アンコールの使用方法 
    

 最初に、キュート アンコールの電源を「ON」にします。 
（この時、ボリュームは絞っておきます。） 
【注記】キュート アンコールのパイロットランプは「レッド」です。 

 ポータブル・プレーヤーの電源を入れ、音楽の再生を始めます。 
 キュート アンコールのボリュームを調整して、お好きな音量でお楽しみください。 
 ご使用になるヘッドフォンのインピーダンスによっては、リアパネルのゲイン切替 SW を High また

は、Low に切り替える必要が有るかもしれません。 
 電源を切る場合は、最初に、キュート アンコールの電源を「OFF」にします。この時、ボリューム

は絞っておきましょう。 
 次にポータブル・プレーヤーの電源を切り、入力ケーブルを外します。 
 必要であれば、ヘッドフォンのミニプラグを抜きます。 

         
 
 
【注意事項】 

1.本製品は、保証期間中に、正常な使用状態で故障した場合は、無料修理いたします。 
2.保証書に所定の事項をご記入の上、保存しておいて下さい。 
3.保証期間内にあっても、ご使用方法によっては、保証が効かない場合も有りますので、注意事項を守っ

て、安全にお使いくださるようお願いします。 
4.FireStone のキュート・シリーズのヘッドフォンアンプは、3 種類ありますが、外観上の区別が無いのでご

購入時にパッケージの表示と、本体リアパネルに貼られている「カラー・シール」で、間違いがないことを

ご確認ください。 
 カラー・シールの識別 

 ブルー：バッテリー キュート 2 
 レッド：キュート アンコール 
 グリーン：キュート ビヨンド 

 
【ヒント】カラー・シールの色は、それぞれのアンプのパイロットランプの色に合わせてありますので、電源

を「ON」にした時に、再度、ご確認ください。 
 
     


